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◇市内65 歳以上の高齢者　29,889 人　男 13,346 人　女 16,543 人　高齢化率30.2％（令和８年9月１日現在）

この「はんど to はんど」は、共同募金の配分を受けて発行されています。 再生紙と環境にやさしい植物インキを使用しています。

今 号 の 話 題

社会福祉法人 坂戸市社会福祉協議会
〒350‒0212　坂戸市石井2327－6 （坂戸市福祉センター内）
TEL 049‒283‒1597　　FAX 049‒289‒3911
※TEL・FAX 番号を確認のうえ、おかけ間違いのないようご注意ください。 ホームページ Instagram Facebook

坂戸保育園　1歳児クラスの子どもたち。カメラを向けられ思い思いの表情を浮かべています。

　社協では、住人の皆様の参加と協力によって、地域福祉活動を推進するために、会員制度を取り入れています。
会員の皆さまの会費は、地域住民の方が抱える様々な社会・福祉的な課題を解決に導くための活動財源の一つ
として活用されています。

詳しくは
こちらから
ご覧ください

坂戸市社会福祉協議会会員募集



◆ 
評
議
員
及
び
役
員
の
紹
介

◆ 評　議　員（任期：令和 11 年定時評議員会まで）
No 氏　　　名 選　 出　 区　分
1 山　崎　のり子 地域住民代表（三芳野地区）
2 野　口　達　雄 地域住民代表（勝呂地区）
3 廣　澤　順　一 地域住民代表（入西地区 ）
4 佐　藤　恭　一 地域住民代表（公団東坂戸団地自治会等 ）
5 坂　本　尊　夫 地域住民代表（北坂戸団地自治会 ）
6 金　治　昌　義 地域住民代表（第一住宅坂戸団地自治会 ）
7 飯　泉　利　子 地域住民代表（若葉台第一住宅管理組合自治会 ）
8 杉　本　政　弘 地域住民代表（花みず木町内会）
9 星　　　光　男 地域住民代表（鶴舞自治会）

10 中　尾　セツ子 地域住民代表（西坂戸自治会）
11 伊　藤　丈　浩 社会福祉事業者の代表（坂戸サークルホーム）
12 髙　橋　キミ子 ボランティア団体の代表（あしたば）
13 栁　　　尚　武 NPO 法人の代表（エンジョイネイチャー）
14 松　丸　とし子 社会福祉関係団体の代表（更生保護女性会）
15 井　指　哲　次 当事者団体の代表（身体障害者福祉会）
16 里　見　專　次 当事者団体の代表（視覚障害者の会）
17 倉　島　洋　二 関連機関・団体の代表（自主防災組織連絡協議会）
18 三　田　耕　治 関連機関・団体の代表（教育委員会・教育部長）
19 三　谷　良　昭 関連機関・団体の代表（市行政・福祉部長）
20 田　中　明　雄 学識経験者
21 清　野　恵理子 学識経験者

◆ 理　　　事　（任期：令和 9 年定時評議員会まで）           
No 氏　　　名 選　 出　 区　分
1 大久保　由美子 地域住民代表（三芳野地区） 
2 守　岡　健　一 地域住民代表（坂戸地区）
3 新　井　　　勇 地域住民代表（勝呂地区）
4 山　下　勝　司 地域住民代表（入西地区）
5 中　島　正　夫 地域住民代表（大家地区）
6 松　岡　明　彦 市区長会長
7 佐　藤　和　恵 民生委員・児童委員協議会連合会会長
8 末　森　克　彦 福祉関係 NPO 法人の代表者（NPO 法人ケアぴーぷる）
9 須　田　正　子 ボランティア活動を行う団体の代表者（ボランティアアドバイザー）

10 北　原　　　亮 社会福祉施設の代表者（社会福祉法人十善会　さかど療護園）
11 小　川　昌　芳 社会福祉に関係のある団体の代表者が推薦した者　（川越地区保護司会坂戸支部）
12 田　中　一　哉 福祉団体（当事者団体）の代表者（老人クラブ連合会）
13 齊　藤　秀　一 行政関係者（坂戸市総合政策部長）
14 小　滝　みつる 坂戸保育園園長
15 山　﨑　静　男 社会福祉事業の経営に関する学識経験を有する者

◆ 監　　　事（任期：令和 9 年定時評議員会まで） 
No 氏　　　名 選　 出　 区　分
1 小　野　千代子 社会福祉事業についての学識経験を有する者
2 河　端　幸　男 財務諸表等を監査し得る者
3 小　澤　　　剛 行政関係者（坂戸市会計管理者）
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法
人
運
営
事
業

多
年
に
わ
た
り
社
協
事
業
の
推
進
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
や
、
社
協
事
業
資
金
、
共
同

募
金
歳
末
助
け
合
い
募
金
に
多
額
の
寄
付
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

広
報
啓
発
事
業

6
、7
月
を
社
協
会
員
の
強
化
月
間
と
し
、

多
く
の
市
民
・
団
体
・
企
業
の
皆
様
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

本
会
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
、
広
報
紙

「
は
ん
ど
ｔ
ｏ
は
ん
ど
」を
年
3
回
発
行
し
、

全
世
帯
に
配
布
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随

時
更
新
し
主
要
事
業
や
地
域
福
祉
情
報
を
掲

載
し
広
く
事
業
を
周
知
い
た
し
ま
し
た
。

夏
休
み
を
利
用
し
、
多
く
の
親
子
で
「
地

域
福
祉
の
推
進
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
作
品
を
と
お
し

て
広
く
市
民
へ
の
自
覚
を
高
め
る
契
機
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
夏
休
み
福
祉
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、
総
数
１
８
８
点

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

社
会
参
加
の
促
進
や
日
常
生
活
の
向
上
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
車
椅
子
及
び
障

害
者
等
移
送
車
の
貸
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

近
隣
で
の
交
流
・
ふ
れ
あ
い
活
動
を
目
的

と
し
た
サ
ロ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、
ボ
ッ

チ
ャ
や
モ
ル
ッ
ク
等
の
貸
出
し
グ
ッ
ズ
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

坂
戸
市
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、
市
民

の
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
福
祉
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
子
供
か
ら
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
人
・
障
害
の
な
い
人
も
み
ん
な
で
つ
く
る

福
祉
の
街
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
、「
福

祉
で
あ
い
の
広
場
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

相
談
支
援
事
業

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
の
理

由
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
に
坂
戸

市
社
協
が
後
見
人
を
受
任
し
、
後
見
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

坂
戸
市
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
成
年
後

見
制
度
及
び
市
民
後
見
人
に
対
す
る
市
民
の

関
心
を
高
め
る
た
め
に
「
市
民
後
見
啓
発
講

演
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。坂

戸
市
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、
障
害

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
相
談
を
受
け
、
日

常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
一
緒
に
考
え
な
が
ら
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
申
請
す
る
際

に
必
要
と
な
る
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」

を
作
成
す
る
事
業
所
と
し
て
、『
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
し
ゃ
き
ょ
う
』
の
運
営
を
実
施
し

ま
し
た
。

悩
み
、
困
り
ご
と
を
持
つ
市
民
が
無
料
で

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、『
心
配
ご
と
相

談
所
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

生
理
用
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
女

性
を
支
援
す
る
た
め
に
、
生
理
用
品
を
配
布

し
ま
し
た
。

さ
か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意
欲
や
興
味
を

促
し
、
実
践
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
機
会

「
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
提
供
し
ま

し
た
。

若
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と

し
て
、
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学
校
の
学

生
が
作
成
し
た
「
脳
ト
レ
問
題
集
【
つ
く
つ

く
便
】」
を
3
回
発
行
し
、配
布
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
て
、
実
践
活
動
に
結
び
つ
く
事
を

目
的
に
、「
地
域
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

坂
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
坂
戸
市
教
育

委
員
会
と
の
協
働
事
業
と
し
て
、福
祉
分
野
、

教
育
分
野
の
関
係
者
が
集
ま
り
福
祉
教
育
取

組
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
目
的
に
「
福
祉

教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
研
修
会
研
修
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
か
ど
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

日
常
生
活
を
営
む
上
で
援
助
等
の
必
要
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い

に
よ
る
会
員
制
、
有
償
に
よ
る
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

公
私
連
携
型
保
育
所
事
業

地
域
の
未
就
園
の
親
子
を
対
象
に
、

「
ふ
れ
あ
い
保
育
事
業
」
を
実
施
し
、

保
育
園
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
過
ご

し
た
り
、
保
育
士
と
子
ど
も
た
ち
の

触
れ
合
い
の
様
子
を
見
学
す
る
な
ど

し
て
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

て
も
ら
う
た
め
の
場
を
提
供
し
ま
し

た
。共

同
募
金
運
動
の
推
進  

10
月
1
日
か
ら
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
」、
12
月
1
日
か
ら
は
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を
実
施
し
、

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
を
「
は

令
和
７
年
度

　

事　
業　
報　
告

ん
ど
ｔ
ｏ
は
ん
ど
の
発
行
」や「
ふ
れ
あ
い・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業
」、「
車
椅
子
貸

出
事
業
」、「
障
害
者
等
移
送
車
の
貸
出
事
業
」

等
へ
適
切
に
配
分
し
、
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。公

益
事
業

坂
戸
市
か
ら
坂
戸
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
業
務
を
受
託
し
、
地
域
に
密
着
し
た

福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
会
議
室
等
の
貸
館
業

務
を
行
い
ま
し
た
。

坂
戸
市
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、
地
域

で
生
活
す
る
障
害
者
等
に
就
労
に
関
す
る
相

談
等
の
就
労
支
援
を
行
い
、
そ
の
自
立
と
社

会
経
済
活
動
へ
の
参
画
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

収
益
事
業

地
域
福
祉
事
業
財
源
確
保
を
目
的
に
清
涼

飲
料
水
等
の
自
動
販
売
機
を
設
置
し
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

会費 ￥5,892,213

￥56,373,830

￥214,081,763

￥215,398,229

￥43,903,999

負担金 ￥4,547,157

￥2,736,358

前期繰越金 ￥15,686,699
その他 ￥2,942,240

積立金取崩収入 ￥6,811,840

寄付金 ￥1,279,559

共同募金配分金 ￥6,018,000補助金

受託金

事業収入￥2,230,218

保育事業収入￥4,917,991

障害福祉サービス等事業収入

人件費

事業費

事務費 ￥32,884,385

固定資産取得支出 ￥526,900

助成金 ￥2,073,000
その他 ￥4,975,940

次年度繰越金 ￥14,661,101

収入
¥318,970,711

支出
¥318,970,711

3 はんど toはんどはんど toはんど



お と な の

知
恵
袋
講
座

　地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
市
内
在
住
・

在
勤
者
向
け
に
健
康
や
生
活
に
役
立
つ
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保育事業

　共同募金運動は、誰もが住みよい地域づくりを進めていくために行われる募金運動です。
　皆様から寄せられた善意は、埼玉県共同募金会に一度集められ、県内の福祉団体や施設、地域で
行われている活動、被災地支援などに活用されています。
　今年も、皆様のあたたかいご協力をお願いいたします。
※寄付金には税制上の優遇措置があります。

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力お願いいたします。

　こんにちは。新園舎となり、3年目を迎えました。
　明るく木のぬくもりを感じる、開放感ある保育室
や光あふれる園庭で、子どもたちはいきいきと活動
しています。
　「保護者に信頼され、地域に開かれた保育園」を理
念に、未来を担うお子様の健やかな成長のため、職
員一同努めてまいります。

　坂戸市社会福祉協議会が坂戸市と公私連携保育所に関する
協定を結び、坂戸保育園の運営を引き継いでから今年で4年
目になりました。園児たちは保育士の先生や地域の方々など
多くの人に見守られながら、絵本を読んだりお友達と遊んだ
り、毎日のびのびと過ごしています。
　今年は坂戸市が市政50周年ということもあり、毎年恒例
のこどもまつりもお祝いムードで行われました。園児たちが
がんばって作ったさかろんの提灯は市役所のロビーにも飾り
付けられ、訪れた方の目を楽しませることになりました。ま
た、お神輿はさかろんカラーに飾り付けられ、園児たちは楽
しそうに神輿を担いで園庭を練り歩きました。
　そんな園児たちのさかろん愛が届いたのか、祭りの後半に
はなんとさかろんが坂戸保育園に来てくれるというサプライ
ズが。園児たちは大喜びでさかろんと遊んだり、保護者も交えて一緒に写真を撮ったりと、思い出
に残るこどもまつりになりました。

赤い羽根のホームページ　www.akaihane.or.jp　ホームページで、赤い羽根共同募金の活動内容がわかります。

園長の言葉

赤い羽根共同募金
坂戸市令和8年度目標額　７，３６１，０００円

令和7年度、皆様からお寄せいただいた募金額は   
5,733,207円でした。

歳末たすけあい募金
坂戸市令和8年度目標額　３，２５５，０００円

令和7年度、皆様からお寄せいただいた募金額は   
3,255,713円でした。

ご協力
ありがとうございまし

た。
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お と な の

知
恵
袋
講
座

　地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
市
内
在
住
・

在
勤
者
向
け
に
健
康
や
生
活
に
役
立
つ
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保育事業

今回の講座のご案内
講 座 名 日時・定員 参 加 費 内　　　容

はじめての手話
体験講座

日時　10月27日(火)
　　　14時00分～ 16時00分
定員　10名（先着）

無　料

はじめての手話体験「手話で話そ
う！」
あいさつや自己紹介などの簡単な手
話や聴覚障害について学びます。

講　師　坂戸市聴力障害者の会
　　　　佐々木 氏

みんなで楽しく
笑いヨガ

A）日時	 11月19日(木)
	 14時00分～ 16時00分
　　定員	 10名（先着）

B）日時	 11月26日(木)
	 14時00分～ 16時00分
　　定員	 10名（先着）

無　料

「笑い」と「ヨガの呼吸法」を取り
入れた健康法。
お子様からお年寄りまで幅広く楽し
んでいただけるエクササイズです。

講　師　坂戸ラフターヨガHAPPY
　　　　井澤 氏　石田 氏
持ち物　�動きやすい服装でお越しく

ださい。

場　　所　坂戸市福祉センター　会議室（2階）　
対　　象　市内在住者、在勤者、坂戸市福祉センター利用者のいずれかの方。
申込み先　10月8日（木）9時00分から電話にて受付します。TEL 049-283-1597
※お申込みいただいた方は当日会場へお越しください。

　「ちゃんと伝えたつもりなのに、うまく伝わらなかった」「相手の気持ちがわからない」そんな経験はありませんか？
　対人コミュニケーションには、自分の思いや考えを伝えるだけでなく、相手の話を聴き、相手の立場や感じ方を
理解することも大切です。
　本講座では、コミュニケーションの基本的なしくみや具体的な方法を、体験ワークを通して楽しく学びます。

～成年後見制度の仕組み及び成年後見制度の担い手として期待される市民後見人に関することを学びます～

地域で活かすコミュニケーション講座
～「聴く・話す・伝える」の基本～

令和８年度坂戸市市民後見啓発講演会

日　　時　11月10日（火）・17日（火）
　　　　　13時30分〜 15時30分〈全2回〉
内　　容　【講演・体験ワーク】
　　　　　テーマ：「対人コミュニケーションの基本を学ぶ」
　　　　　講　師：カウンセリングサロンぱすてる
　　　　　　　　　代表　喜々津　博樹　氏
場　　所　坂戸市ワークプラザ会議室（3階）
参 加 費　無料
定　　員　30名（先着順）

日　　時　令和9年1月27日（水）
　　　　　13時30分〜 15時30分　
　　　　　（受付は13時00分から）
内　　容　講演会
　　　　　�「改正される新たな成年後見制度
　　　　　と市民後見人について」
　　　　　講　師　日の出法律事務所
　　　　　　　　　弁護士　林　真由美　氏

対　　象　・現在ボランティア活動をしている方
　　　　　・これからボランティア活動を始めたい方
　　　　　・地域活動や人との関わりに関心のある方
　　　　　・対人コミュニケーションを学びたい方
申込期間　10月1日（木）～ 10月30日（金）
申込み先　さかどボランティア・
　　　　　市民活動センター　
　　　　　TEL 049-283-1597

場　　所　坂戸市ワークプラザ会議室（3階）
参 加 費　無料
定　　員　70名（先着順）
対　　象　どなたでも参加できます
申込期間　令和8年10月8日（木）〜令和9年1月8日（金）
申込み先　TEL 049-283-1597

令和 8 年度
「地域福祉カレッジ」
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　新たな年を迎える年末の時期に、支援を必要とする人たちが安心して暮らすことができる
よう、歳末たすけあい募金の配分事業を次のとおり実施します。
　事業により、対象者や申請時期が異なりますのでご確認ください。
　また、助成金につきましては、重複した申請ができませんのでご注意ください。

対 象 者	 低所得（住民税非課税）の世帯（お米券については、生活保護世帯は対象外）

　　　　　※�住民票上の世帯分離や二世帯住宅等は、全体で 1 世帯とみなし、同居人全てが低所得

の場合に対象となります。

申請期間	 10 月 2 日（金）〜 10 月 30 日（金）　

申込み先	 左記申請書をご記入の上、地域の担当民生委員へお申込みください。

　　　　　�なお、担当民生委員が欠員の場合や担当民生委員が分からない場合は、

　　　　　坂戸市社会福祉協議会（TEL 049-283-1597）へお問い合わせください。

　　　　　�（令和 8 年 1 月 1 日現在の住所が坂戸市外の場合は、前住所の市区町村発行の非課税証

明書の添付が必要となります。）　

そ の 他	 お米券は、12 月中に担当民生委員等がお届けする予定です。

対象団体	 市内在住の障害児・者または疾病（難病）がある方々等が運営する団体

対象事業	 令和 8 年 11 月 1 日〜 令和 9 年 1 月 31 日の間に実施する事業

	 〈例〉　「研修会」「交流会」「もちつき大会」「クリスマス会」　など

助成金額	 1 団体 :20,000 円以内

申請期間	 10 月 2 日（金）～ 10 月 16 日（金）　坂戸市社会福祉協議会まで

対象団体	 市内で子ども食堂等を運営する団体

申請期間	 10 月 2 日（金）～ 10 月 16 日（金）　坂戸市社会福祉協議会まで

歳末慰問品配布事業
低所得 ( 住民税非課税 ) の世帯を対象に、「お米券の配布」を行います。

当事者団体支援事業
年末年始に市内で地域福祉交流事業を実施する団体を支援するために助成を行います。

こども食堂・地域食堂支援事業
市内で子ども食堂や地域食堂等を実施している団体を支援するために、お米を配布いたします。

歳末たすけあい募金配分事業の
助成申請を受け付けます

令和
8 年度
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世帯員全員の氏名 続柄  生年月日　 年齢 備　考

  年　 月 　 日大 昭 平 令

 年　 月 　 日大 昭 平 令

 年　 月 　 日大 昭 平 令

 年　 月 　 日大 昭 平 令

 年　 月 　 日大 昭 平 令

 年　 月 　 日大 昭 平 令

令和 8 年度 歳末慰問品申請書

令和 8 年度 歳末慰問品配布事業 対象者確認同意書

坂戸市社会福祉協議会 会長　あて

　歳末慰問事業を受けるにあたって、対象者世帯要件の確認のため、住民基本台帳、市・県
民税課税台帳、生活保護受給世帯であるかの調査・照会・閲覧することについて同意します。

記
※事業対象者の確認は、世帯構成員全ての課税状況を確認いたします。
　�また、住民票上の世帯分離や二世帯住宅等も、同居親族として、全体で 1 世帯とみなしますので、

同居する世帯員全員を太枠内に記載してください。
※�市区町村民税未申告の場合は、課税の有無を確認できないことから慰問品配布の対象になりませ

んので、ご注意ください。

氏　　名

住　　所

品　目 対象世帯　（品目ごと、全て該当する世帯）

お米券  ・ 低所得世帯（住民税非課税）  ※生活保護世帯は該当しません

民生委員記入欄 （　　　　　　　）民協　　　　担当民生委員氏名　（　　　　　　　　　）

申
請
者

申
請
者

生年月日

氏　　名

電話番号

（ふりがな） ㊞
日中連絡がつく

 年　　 月　 　 日 （　　　歳）

〈申請書はコピーも可〉

大 昭 平

① 申請者及び 15 歳以上の世帯員の方は、本人による署名をお願いします。
② �民生委員が欠員の場合や分からない場合は、坂戸市社会福祉協議会（TEL 049-283-1597）にご連絡

ください。

注 

意

　
キ
リ
ト
リ
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夏休み
福祉ポスターコンクール入選作品

令和8年
度

※受賞者へは、別途案内状をお出しします。

11月7日（土）
福祉であいの広場2026会場内
（勝呂地域交流センター多目的ホール）　入選作品は、坂戸市社会福祉協議会ホームページ

に掲載いたします。

「おもいやり」テーマ

坂
戸
小
学
校
３
年

　
　
　
　
鈴
木
　
杏
奈
　
さ
ん

桜
小
学
校
６
年

　
　
　
　
金
竹
　
紗
菜
　
さ
ん

大
家
小
学
校
５
年

　
　
　
嶋
野
　
こ
の
み
　
さ
ん

　昨年、非常にたくさんの方にお越し頂いた福祉であいの広場が今年も開催されます！
　坂戸市の福祉に関わる人々が一堂に会し、福祉体験や展示、ステージで活動発表を
行う他、バザーや模擬店の出店など内容は盛りだくさん。
　小学生の「夏休み福祉ポスターコンクール」応募作品の表彰及び展示や、
会場を巡るスタンプラリーもあり、子どもも大人も楽しめます。
　ご家族皆さんやお友達で楽しい一日をお過ごしください。

主　催　坂戸市・坂戸市社会福祉協議会　　運　営　福祉であいの広場2026実行委員会

片
柳
小
学
校
３
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浅
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さ
ん

特
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賞

　市内の小学生に福祉ポスターの募集を呼びか
けしたところ、222点の応募がありました。
　将来の坂戸市を担っていく小学生の皆さん
が、「おもいやり」の姿を表現豊かに描いた心温
まる作品ばかりです。
　ご応募いただいた中から、厳正なる審査のう
え入賞作品7点を決定いたしました。

日時
場所

あ な た の 街 の 身 近 な 相 談 所あ な た の 街 の 身 近 な 相 談 所

お気軽に

お越しください

勝呂地域
交流センター

至 北坂戸

県立坂戸
高等学校

市民総合

JA
コンビニ

運動公園

勝呂
旧勝呂
公民館

小学校

至 鶴ヶ島

至 川越

高坂橋

407

256

74

令和８年１１月７日（土）
１０時００分～１４時００分

坂戸市勝呂地域交流センター
※坂戸市民総合運動公園向い

催 し 物催 し 物

福祉であいの広場2026

『笑顔でつながろう市民の輪』
手話通訳有り

楽しく遊
んで景品

をゲット

しよう！
皆さんの

ご参加

お待ちし
ています

♪

◇夏休み福祉ポスターコンクール表彰式

◇福祉団体による活動内容の発表

◇ユニバーサルスポーツ体験

◇スタンプラリー（景品あり）

◇模擬店・バザーの実施　など

大好評！

　　

スタンプラ
リー！

「福祉であいの広場2026」会場内に、
全ての作品を掲示します。

マジシャン
とん先生のマジックショー

日　時

場　所

みんなで  
見に来てください。
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けしたところ、222点の応募がありました。
　将来の坂戸市を担っていく小学生の皆さん
が、「おもいやり」の姿を表現豊かに描いた心温
まる作品ばかりです。
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※坂戸市民総合運動公園向い
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楽しく遊
んで景品
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しよう！
皆さんの

ご参加

お待ちし
ています

♪

◇夏休み福祉ポスターコンクール表彰式

◇福祉団体による活動内容の発表

◇ユニバーサルスポーツ体験

◇スタンプラリー（景品あり）

◇模擬店・バザーの実施　など

大好評！

　　

スタンプラ
リー！

「福祉であいの広場2026」会場内に、
全ての作品を掲示します。

マジシャン
とん先生のマジックショー

日　時

場　所

みんなで  
見に来てください。

開設場所 開設時間 開　　設　　月
10月 11月 12 月 1月

東坂戸団地（公団）集会所 午前 9 時30 分〜12時30 分 6日（火） 10日（火） 1日（火） 5日（火）

坂 戸 市 福 祉 セ ン タ ー 午前 9 時 00 分〜12時 00 分 14日（水） 11日（水） 9日（水） 13日（水）

坂 戸 市 文化 施 設 オル モ 午前 9 時 00 分〜12時 00 分 15日（木） 19日（木） 17日（木）　 21日（木）

入 西 地 域 交 流 センター 午前 9 時 00 分〜12時 00 分 23日（金） 27日（金） 25日（金） 22日（金）

大 家 地 域 交 流 センター 午前 9 時 00 分〜12時 00 分 26日（月） 9日（月） 14日（月） 25日（月）

西 坂 戸 自 治 会 館 午前 9 時 00 分〜12時 00 分 20日（火） 17日（火） 15日（火） 19日（火）

少し心配なことがあるけれど…誰に相談してよいかわからない方、誰かに話を聞いてもらいた
い方など、お気軽にご相談ください。

相談まで少しお待ちいただくこともありますが、予約せず無料で相談できます。
※相談される方は、どちらの会場でも相談をお受けします。
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ボランティアに
関する相談は・・・　

さかどボランティア・市民活動センターCLIP BOARD

TEL 049‒283‒1597　FAX 049‒289‒3911

視覚障害者支援ボランティア講座 福祉教育サポーター養成講座

❺ 使用済み切手整理ボランティア
　みなさんから届けられた使用済み切手を整理するボランティアを募集しています。楽しくおしゃべりしなが
ら、情報交換や仲間作りをしませんか？（出入り自由・無料）
問合せ先　さかどボランティア・市民活動センター　TEL 049-283-1597
◆出張ボランティアサロン『東坂戸』
日 に ち	� 10月14日（水）・11月11日（水）・12月9日（水）・

1月13日（水）・2月10日（水）
時　　間	 10時00分〜 11時30分
場　　所	 東坂戸ふれあいスペース103（東坂戸2-3-103）

◆出張ボランティアサロン『ウエルシア鶴舞厚川店』
日 に ち	� 10月28日（水）・11月25日（水）・12月23日（水）・

1月27日（水）・2月24日（水）
時　　間	 10時00分〜 11時30分
場　　所	 ウエルシア鶴舞厚川店ウエルカフェ（厚川58-4）

◆出張ボランティアサロン『北坂戸』
日 に ち	 11月18日（水）・12月16日（水）・2月17日（水）
時　　間	 10時00分〜 11時30分
場　　所	 北坂戸にぎわいサロン東京電機大学（溝端町1-4-106）

◆ボランティアビューロー
日 に ち	� 10月22日（木）・11月26日（木）・12月17日（木）・

1月28日（木）・2月25日（木）
時　　間	 13時00分〜 15時00分
場　　所	 坂戸市福祉センターボランティアビューロー（石井2327-6）

日　　時	 12月12日（土）　10時00分〜 12時00分
場　　所 	ワークプラザ（石井2327-5）
内　　容	 ・視覚障害について
	 ・視覚障害者の手引きについて
	 ・盲導犬の訓練について
	 ・盲導犬の仕事について
講　　師 	日本盲導犬協会神奈川訓練センター職員
	 坂戸市在住盲導犬ユーザー
	 井出　茂樹　氏＆盲導犬ネオ
定　　員	 30名〈先着順〉
参 加 費	 無料
申込み先	 さかどボランティア・市民活動センター
	 TEL 049-283-1597

　「どんな声かけをしたらいい？」「何かお手伝いできる
ことは？」視覚障害について知り、具体的なサポート方
法や盲導犬について、みんなで楽しく学びませんか。

◆次号（3月1日号）『CLIP BOARD』へ掲載を希望される場合は、    さかどボランティア・市民活動センターへお持ちください。<締め切り:1月8日(金)>

日　　時	 10月31日（土）
	 13時30分〜 15時30分

日　　時	 11月26日（木）10時00分〜 12時00分
場　　所	 坂戸市福祉センター
担　　当	 よりあい＊ええげえし

日　　時	 令和9年2月25日（木）10時00分〜 12時00分
場　　所	 坂戸市福祉センター
担　　当	 デイジー坂戸

●坂戸市朗読サービスグループカナリア　45周年朗読会　～心ゆたかに～
　日暮れのあと（小池　真理子　作）　探偵ごっこ（落合　恵子　作）他

●ふんわりパステル画ですてきな秋を描こう ●デイジー図書を体験しよう！

❹ ボランティアサロン
　毎月、第4木曜日はボランティアの日とし、ボランティア活動に関する相談を行っています。情報交換や仲
間作りの場としてもご利用ください。
問合せ先　さかどボランティア・市民活動センター　TEL 049-283-1597

場　　所	 坂戸市文化施設オルモ　ホール
定　　員	 148名

ボラ・市民活動センターからのお知らせ

日　　時	 11月19日（木）　13時30分〜 15時30分
場　　所 	ワークプラザ（石井2327-5）
内　　容	 ◆基本説明「ふくしって？」
　　　　　　�講　　師：�彩の国福祉教育・ボランティア学習推進員

ネットワーク
	 　事務局長　須田　正子　氏
　　　　　◆「車いすに乗ってみよう」
　　　　　　講師：ボランティアグループあしたば
定　　員	 20名〈先着順〉　　　　参 加 費	　無料
締　　切	 11月13日（金）
申込み先	 さかどボランティア・市民活動センター
	 TEL 049-283-1597

～子どもたちの心に、「ふくしの種」をまきませんか？～
　車いす体験などを通して、相手を思いやる心や支え合う大切さを
伝える福祉教育。子どもたちとの関わり方や声かけのポイントなど、
体験を交えて楽しく学びます。
　子どもが好きな方、地域で何か始めたい方、ぜひご参加ください。

「福祉教育サポーター」とは、市内小中学校等が取り組む福祉教育において体験
学習をサポートするボランティアです。
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ボランティアに
関する相談は・・・　

さかどボランティア・市民活動センターCLIP BOARD

TEL 049‒283‒1597　FAX 049‒289‒3911

❶「坂戸市ボランティア連絡会研修会」
　「マイケアプラン楽

がく
習

しゅう
会
かい

」～高齢期を自分らしく暮らすために～
　認知症や要介護になっても自分らしく暮らしたい！自分を知り、地域を知り、介護保険の計算も含め楽しく
学び合います。＜手話通訳あり＞

❸ 坂戸傾聴ボランティア「ダンボ」
　高齢者・障害者の方の施設を訪問し、相手の心に寄り添いながらお話を聴く活動をしています。一緒に「お
話し相手ボランティア」を始めてみませんか。一度、定例会を見に来てください。

第23号ができあがりました

❷「家族介護に活かすアロマケア体験学習と交流会」
　介護を頑張るあなたに、まずはご自身が癒される体験をしていただきたいと思います。あなたが心地よいと
感じたそのアロマケアを、大切なご家族へお持ち帰りください。互いに寄り添う時間が、少しでも心安らぐひ
とときとなりますように。その一歩を応援します。

筑波大学附属坂戸高等学校の生徒のみなさんが作成してくれました筑波大学附属坂戸高等学校の生徒のみなさんが作成してくれました
介護予防脳トレ問題集「つくつく便」第23号を配布します。介護予防脳トレ問題集「つくつく便」第23号を配布します。

◆次号（3月1日号）『CLIP BOARD』へ掲載を希望される場合は、    さかどボランティア・市民活動センターへお持ちください。<締め切り:1月8日(金)>

ご希望の方は、以下のいずれかの方法でご利用いただけます。
♥社協窓口（10月1日より配布開始）
♥各地域交流センター（10月1日よりロビーに設置）
♥ホームページからダウンロード

日　　時	 令和9年1月23日（土）
	 13時30分〜 15時40分
場　　所	 坂戸市文化施設オルモ（芦山町1-2）
定　　員	 36名（先着順）

日　　時	 11月8日（日）
	 10時00分〜 12時00分
場　　所	 勤労女性センター（千代田1-1-22）
定　　員	 12名（家族介護者優先）

定 例 会	 毎月第2金曜日　
	 13時30分〜 16時00分
場　　所	 中央地域交流センター（千代田1-2-3）

講　　師	 全国マイケアプラン・ネットワーク
　　　　　橋本　典之　氏
参 加 費	 無料
申込み先	 坂戸市ボランティア連絡会　河田　
	 TEL・FAX 049-299-7739

参 加 費	 無料
問合せ先	 アロマケアチーム・プチマイン　阿部
	 メール petit-main@hs-orca.com

問合せ先	 坂戸市傾聴ボランティア「ダンボ」　谷
	 メール kawaii.mugi.193@gmail.com

学　ぶ

ボランティア募集

「つくつ
く便」 私たちが作成しました
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社協だより
No.164
令和8年10月1日

発行

to

◇市内65 歳以上の高齢者　29,889 人　男 13,346 人　女 16,543 人　高齢化率30.2％（令和８年9月１日現在）

この「はんど to はんど」は、共同募金の配分を受けて発行されています。 再生紙と環境にやさしい植物インキを使用しています。

今 号 の 話 題

社会福祉法人 坂戸市社会福祉協議会
〒350‒0212　坂戸市石井2327－6 （坂戸市福祉センター内）
TEL 049‒283‒1597　　FAX 049‒289‒3911
※TEL・FAX 番号を確認のうえ、おかけ間違いのないようご注意ください。 ホームページ Instagram Facebook

坂戸保育園　1歳児クラスの子どもたち。カメラを向けられ思い思いの表情を浮かべています。

　社協では、住人の皆様の参加と協力によって、地域福祉活動を推進するために、会員制度を取り入れています。
会員の皆さまの会費は、地域住民の方が抱える様々な社会・福祉的な課題を解決に導くための活動財源の一つ
として活用されています。

詳しくは
こちらから
ご覧ください

坂戸市社会福祉協議会会員募集

◉ 勝光寺
◉ 坂戸ガス株式会社
◉ 廣嶋産業㈱
◉ 特別養護老人ホーム小沼サークルホーム
◉ ㈻城西大学
◉ 株式会社アーベルソフト
◉ ㈲冨田鉄工
◉ 前田伊吹司法書士事務所
◉ 環境サポート埼玉
◉ ㈱ぱぷりかぱぷりか
◉ 安野自動車整備工場
◉ ㈲石田自動車整備工場
◉ 丸京商事㈱坂戸支店
◉ 社会福祉法人八葉会あさば保育園
◉ 長久寺
◉ ㈲白田自動車
◉ ㈱神田測量設計
◉ ㈱長島造園
◉ 宗教法人大法寺
◉ JB‐CLOVER
◉ レーベン株式会社
◉ 坂戸サークルホーム
◉ 介護老人保健施設やまぶきの郷
◉ ㈲長木屋商店
◉ 坂戸不動産㈱

社協法人会員加入協力者の方々（令和8年6月1日から令和8年8月31日まで　敬称略）

令和8年度  社協会員のご報告
　みなさまからの会費は、地域福祉活動の財源として、有効に活用させていただきます。
　多くの方々からの御協力をお待ちしています。

皆さんからの善意
令和8年6月5日～令和8年9月2日まで

（順不同・敬称略） 横山　明美・・・・・・・・・・・・・ プリザーブドフラワー 94個
造花 40個 

匿名（3件）・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ￥20,500
【現金の部】

【物品の部】

◉ （福）久壽会　好日の家
◉ 関口守正建材㈱
◉ あかねの郷
◉ 坂戸市商工会
◉ ㈱日東
◉ 宗福寺
◉ みのり保育園
◉ ㈱勝田工務店
◉ ㈲上田中組
◉ かなやま幼稚園
◉ JAいるま野北部地域管理課
◉ （福）シャローム埼玉
◉ 平田精工ジャパン株式会社
◉ NPO法人ケアぴーぷる
◉ ニチイケアセンター北坂戸
◉ さつき保育園
◉ 合同会社エルフェア
◉ ㈲かのと
◉ 太陽空調設備㈱
◉ 特定非営利活動法人坂戸市学童保育の会
◉ 宗教法人大智寺
◉ 株式会社丸天興業
◉ 協和建設工事㈱
◉ 相談支援センターありす福祉会
◉ ㈱石井不動産

◉ テパエ坂戸
◉ 東京鉄塔工事㈱
◉ NPO法人ヒューマンサービスエンジョイ
◉ 安斎書店
◉ 元気な亀さん
◉ ハートサービス坂戸事業所
◉ 埼玉環境衛生株式会社
◉ 有限会社三芳野タクシー
◉ 中央商事㈱坂戸法要殿
◉ ㈳NIPPON終活サポートセンター
◉ グループホームかおる
◉ 協同組合坂戸計算センター
◉ イリーゼ坂戸
◉ NPO法人ゆめきらりこまがわ
◉ （福）十善会さかど療護園
◉ ニチイケアセンター坂戸緑町
◉ グループホーム暖家坂戸
◉ ㈱東洋土木
◉ ㈱ライト製作所
◉ ニチイケアセンター千代田
◉ 大野消防設備㈱
◉ （医）若葉会
◉ ㈻明海大学

法人会員
加入受付中

ご覧の「はんど to はんど」へ掲載する広告を募集しています。

掲載方法

掲載規格

掲載料金

年3回「はんど to はんど」へ掲載
縦50mm×横90mm
1号につき　1区画　15,000円

その他詳細は、坂戸市社会福祉協議会　TEL 049-283-1597まで

広 告 募 集
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